
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

注１敏当すら□に11、し印を記入してくださいョ特定下漢宥以外のＵｍＷＷＤ方I巫白ｖ〕妃入'よ不興です。

２「基坦年度」と}』朕画期1Ｗ)前年度を、「ロ擦隼度」とは9+画期HUD最緋隼旺を．「転告年度」とにU+画期I､ﾘ】う亡兆今回田告の対象となる隼度をいいます．

３「＊糞所毎tＩ白山区分」とi上京EB府内〃)＊業所等の車掌活動のためﾘＢＳＩ･ネルギーⅨ〕使用に伴い発生する、宝効果ガスを、「蛸送車両排出区分ｊとは自勧立返送事項者につし､てｉｆ使用の本拠の位置を京都n千内ルウ･ろ車
岡の排出する皿室効果ガスを､鉄通りF類者についてＩ土保有するBi鞠車両又1A旅客車両U)W僧出する廻璽効果ガスを．「そU)IthI巾出区分」とは上配IZA外U〕京都府内における＊■所等の＊藁活動に伴い纂生-ナろ皿宝物ｑＬ
ガスをいいま１.←

４「原単位当土I〕の坦室壮只ガス抑出且等」の「用途区分」に11，○○工場、ＵＦ怖所などの用途を記入してください。１ｍ単位ﾘ)拍碩」に12．分子の「ﾆﾛﾋﾟ化炭素抵丘」の＝'二分母と法ろ描仰（生産数量、延べ床蘭
嗣、走行距薗等）を胆入してください。

５「その他の地球、暖化Fj賃に.よる皿室効果ガスの､j減辻毎」‘,)うＬＩ轟林の保全及び虹白｣ぬ『ロ原年度（叶矼］ｊ榎に'よU＋西湖岡中の日掘の興脹を．「Ｇ２告年狂（翼碩）」洞にＩよ翼細の風肝を圧入してくださ
い＿

６「特妃事頭Ｊに1ｋ．平成２年度〈１９９０年度、を選取とした姉lf且‘〕対比ぺ，、省エネ製品即昊な曙他者刀、五CUbnLか天体lf成減へL'〕ロ欧．グノーン田迫り;採用．特定うじン准幽>粂侠拍定外鋤沮五戒具ガスのｎ．
鹸悲どを庇入して<ださｂ、

住所（法人にあっ
ては、主たる卒務
所の所在地）

京都市山科区竹鼻竹ノ街道町９１番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
妥呑の氏名）

ラクトＢ管理組合施設部会部会長早川忠

期業者の主たる

業麺 区分所有ピルの維持管理

蕨当する事業者
要件 庁京都府地球湛畷化対策条例施行規則第10条第１号放当、業者（大規模エネルギー使用本業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「

ず

京都府地球遡暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道
車両150両以上）

京都府地球温暇化対策条例施行規則第10条第４号砿当HF業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

平成１９年度を基地に２％以上のＣＯ２排出丘の削減を目指す。

推進体制 部会長を長とするエネルギー管理組織及びテナント代表者を委員とする省エネルギー推進委員会で取り組みの検討・計画を作成し、ＣＯ２排出量の剛
減を推進する。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び楢

mの状況

年度

平成２０年度

平成２１年変

平成２２年度

股側．対鎮、工程等

具1嘩機・照明

照明

照明

措回内容

ＥＳ稼働時間の短縮。照明器具取替時に省エネ型照明器具に変更。

照明器具取替時に省エネ型照明器具に変更。

照明器具取替時に省エネ型照明器具に変更。

温室効果ガスの
排出丘等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送1t[両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基姻年度（実績）
(平成１９）年度

(二Ba化炭曳IQ■）

目標年度（計画）

(平成２２）年度

(二酸化炭爽換算）

増減率
(叶画）

報告年度（実績）

(平成２１）年度
(二酸化炭素IQ■）

増減率
(実績）

20591.0ｔ 2,539.0ｔ -2.0‘9６ 2,365.4ｔ -8.7斑，

ｔ ｔ ■ひ ｔ ｣や

ｔ ｔ ４%， ｔ βや

*’２０５９ＬＯｔ 中Ｚ2,539.0ｔ -2.0船 ＊も 2,365.4ｔ -８．７９４ 

平成２１年庇温室効果ガスが減少した主たる理由は、Ｐ－ＭＡＣ（水熱源ヒートポンプエアコン）の定期的なフィルター交換
を実施したことと、７月～１０月の外気温が前年より低かったことによる。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出吐等

用途区分 原単位の指標

複合ビル
二酸化炭素換算

廷床面積

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 泪減率（肝ifi） 報告年度〔実績） 増減率（実績）

8.457ｔ-CO2/100㎡ 8.288ｔ-CO2/100㎡ -2.0甥。 7.721ｔ-CO2/100㎡ －８．７［PiⅢ 

Ｕｂ／ 
⑪0白

、､「

平成２１年度温室効果ガスが減少した主たる理由は、Ｐ－ＭＡＣ（水熱源ヒートポンプエアコン）の定獺的なフィルター交換
を実施した二とと、７月～１０月の外気温が前年より低かった二とによる。

その他の地球温

破化対策による

温室効果ガスの
削減量等

対簸等の区分

森林の保全及び整備

府内歴の木材の利用

自然エネルギーを利用した麺力
又は熱の供給

グリーン駐力の購入

家庭における温室効果ガス排出
丘の削減効果分の唯入

削減丘等合計

目標年度（計画）
欧Au飲等 (二酸化炭奉換算）

壁恂而釘） '1m (發収且 ｔ 

利用辻） 爪1６ (H1域且 ｔ 

兜画且｝ k可10 (Iit減且 ｔ 

無1片蛤は） (iＪ (11t減且 ｔ 

既入仕） kwIu (節雄且 ｔ 

(欝入且） ｔ (q1J憧且） ｔ 

＊３ｔ 

報告年ZＨ (実績）
H2組且梓 (二欧化炭素檎亘）

整駐而俄） IIa (１ＭZ邑 ｔ 

利用且〉 r、。 (1W減且 ｔ 

兒亙せ） kＭＢ (Ilj陵凸 ｔ 

黙供給丘〕 GＪ (Iﾘﾌﾞ域丘 ［ 

購入且） kvrh (IMphn ［ 

入且） ［ ('''１減且） [ 

＊Ｅ ｔ 

差引排出量

(排出合肝一日V減梓合脹）

基１１n年度（実績）

＊１2,591.0ｔ 

目標年度（計画）

１．z)-ｌＣ３ｊ２’539.0ｔ 

旧減車（肝面）

－２．０％ 

報告年度（実績）

<０．】-中5１2,365.4ｔ

瑠減率（実綱）

-8.7％ 

地球imlHa化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


